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（続）明治12年,松原でのコレラ病予防対策
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

vol.279

我
堂
村
と
堺
県
の
「
予
防
心
得
」

「
稀
硫
酸
」
服
薬
の
効
用
を
紹
介

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
予
防
心
得
と
し

て「
飲
水
」
に
気
を
つ
け
、
直
接
飲
ま
ず
、

水
を
き
れ
い
に
し
て「
コ
シ
水
」
に
す
る
こ

と
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
拡
大
を
お
さ
え
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
を
急
い
で
い
ま
す
が
、当
時
の
人
々

は「
予
防
心
得
」
と
し
て
、
コ
レ
ラ
に
か
か

ら
な
い
薬
と
し
て
稀き

硫り
ゅ
う

酸さ
ん

が
第
一
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

　
我
堂
村
で
は
、
他
村
で
も
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
予
防
掛
り
の
も
と
、
稀
硫
酸

を
一
日
三
度
ず
つ
に
分
け
て
服
用
す
る
こ

と
を
促
し
て
い
ま
す
。
今
で
も
、
硫
酸
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
が
下げ

剤ざ
い

の
医
薬
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
堺
県
か
ら
の
達
し
に
よ
る
と
、「
稀
硫
酸
ト

唱と
な

フ
ル
此こ
の

薬
ハ
コ
レ
ラ
病
予
防
ノ
第
一
ニ

シ
テ
、
又
発
病
ス
ル
ト
キ
モ
大
ニ
功こ

う
験け

ん
有
之こ

れ

モ
ノ
ニ
付つ
き
」と
稀
硫
酸
を
推
賞
し
て
い
ま
す
。

　
水
で
薄
め
た
硫
酸（
稀
硫
酸
）
を
、
大
人

（
十
五
才
以
上
）
は
一
日
、
二
〜
三
度
、
一

度
に
五
勺し

ゃ
く（
一
勺
は
一
合ご
う
の
十
分
の
一
）
ず

つ
服
用
す
る
と
あ
り
ま
す
。
五
才
か
ら
十

才
ま
で
の
子
供
は
、
砂
糖
を
少
し
ば
か
り

加
え
て
一
度
に
大
人
の
三
分
の
一
を
一
日

二
〜
三
度
用
い
る
こ
と
。
ま
た
十
才
か
ら

十
五
才
ま
で
は
、
大
人
が
服
用
す
る
半
分

を
飲
む
よ
う
に
す
る
と
あ
り
ま
す
。

　
今
で
は
、生
活
改
善
や
医
薬
の
進
歩
に
よ
っ

て
コ
レ
ラ
病
に
か
か
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま

せ
ん
。
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
一
日
も
早
い
収
束
が
望
ま
れ
ま
す
。

        

予
防
心
得

学
校
教
員
及
世
話
掛
リ
之
外
、
伍
長
・

組
頭
等
ノ
内
ヨ
リ
弐
名
乃
三
・
四
名
之

予
防
掛
リ
置
可
シ

虎
列
刺
病
流
行
ノ
地
方
ノ
モ
ノ
交
換
ス

ル
ト
キ
ハ
、
伝
播
ノ
恐
レ
ア
ル
ヲ
以
テ

予
防
ス
ル
為
メ
、
各
村
出
入
口
見
張
番

ヲ
置
ヘ
シ

予
防
掛
リ
ハ
朝
夕
各
戸
ヲ
臨
検
シ
、
大
小

便
所
及
臭
気
ヲ
蒸
発
ス
ヘ
キ
場
所
ヲ
硫
酸

鉄
ヲ
撒
布
ス
ヘ
シ

　

但
、
目
方
九
目
ニ
水
壱
升
入
ル

居
宅
内
外
時　

掃
除
ヲ
ナ
サ
シ
メ
、
宅

内
ハ
成
ヘ
ク
空
気
流
通
ス
ヘ
キ
様
注
意

ス
ヘ
シ

大
小
便
所
ニ
ハ
可
成
屎
尿
ヲ
溜
サ
ル
様

注
意
シ
、
必
ス
早
天
ニ
ハ
野
遠
エ
運
搬

ヲ
ナ
サ
シ
ム

予
テ
諭
達
ノ
通
有
害
ノ
飲
食
物
ハ
食
事

セ
サ
ル
様
、
惣
代
并
予
防
掛
リ
於
テ
注

意
ス
ヘ
シ

飲
水
ノ
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
サ
ル
村
方
ハ
、
必

ス
コ
シ
水
ヲ
用
フ
可
シ

稀
硫
酸
ハ
別
紙
之
用
法
之
通
、
一
日

三
ヶ
度
ツ
ゝ
予
防
掛
リ
ニ
於
テ
腹
用
ヲ

ナ
サ
シ
ム
可
シ

惣
代
并
伍
長
・
組
頭
及
ヒ
予
防
掛
リ
ニ

於
テ
村
方
之
者
病
気
ニ
罹
リ
ル
ト
キ

ハ
、
軽
病
ト
認
ム
ル
ト
キ
直
ニ
医
員
ヲ

招
キ
診
断
ヲ
セ
シ
ム
可
シ

虎
列
刺
病
患
者
ノ
排
泄
物
ハ
其
都
度
消

毒
法
ヲ
行
ヒ
、
人
家
隔
絶
ノ
場
所
ニ
於

テ
其
時　

焼
却
ス
ヘ
シ

       

見
張
番
心
得

見
張
番
所
ハ
各
村
出
入
口
ヲ
弐
ヶ
所
乃

至
四
ヶ
所
ニ
限
リ
、
余
道
ハ
悉
ク
柵
ヲ

設
ケ
往
来
ヲ
止
ム
ヘ
シ

見
張
人
ハ
村
惣
代
以
下
伍
長
・
組
頭
等

ヲ
以
為
致
、
婦
人
叉
ハ
幼
童
ヲ
差
出
ス

ヘ
カ
ラ
ス

見
張
人
ハ
其
村
端
見
張
所
ニ
在
テ
、
其

村
民
他
ゟ
持
帰
リ
物
品
ヲ
監
視
シ
、
若

予
テ
布
達
ノ
有
害
物
ト
見
認
ル
ト
キ
ハ

村
中
江
持
入
ラ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス

見
張
人
ハ
往
来
人
ノ
内
悪
疫
患
者
ト
見

認
ル
ト
キ
ハ
、
医
師
ノ
診
断
為
致
候
欤
、

（
服
）

（
マ
マ
）

一一一一一一一一一一一一一一

（
マ
マ
）

(

カ)

（
マ
マ
）

叉
ハ
直
ニ
所
轄
警
察
小
分
署
ノ
内
エ
其

旨
届
出
、
決
テ
該
病
ヲ
村
中
ヲ
入
レ
ス

他
ノ
所
ヘ
移
シ
置
ク
ヘ
シ

石
炭
酸
溶
液
ハ
備
エ
置
ト
雖
ト
モ
猥
ニ

通
行
人
ニ
撒
布
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
余
病
者

ハ
虎
列
刺
病
家
ヘ
参
リ
シ
者
ハ
消
毒
ノ

為
メ
撒
布
ス
ヘ
シ

虎
列
刺
病
ア
ル
地
方
人
及
行
商
人
等
一
切

立
入
ラ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
、
万
一
不
得
止
事

情
ア
ル
ト
キ
ハ
見
張
所
ニ
留
置
キ
其
要
用

ヲ
取
次
遣
ス
カ
、
叉
ハ
其
用
事
ア
ル
者
ヲ

見
張
所
前
ヘ
呼
出
遣
シ
其
事
用
ヲ
達
セ
シ

ム
ヘ
シ

   

但
、
一
時
通
行
人
ハ
此
限
ニ
あ
ら
す

村
中
ノ
者
ハ
可
成
他
出
致
サ
セ
ス
、        

若
不
得
止
事
故
ア
ル
カ
叉
ハ
職
業
上
ニ

テ
他
出
ス
ル
も
の
ハ
、
予
防
薬
担
携
テ

有
無
ヲ
取
糺
シ
流
行
病
ア
ル
地
方
ヘ
不

趣
様
懇
篤
申
示
ス
ヘ
シ

                  
              

  
（
マ
マ
）

一一

（
マ
マ
）

一

（
マ
マ
）

稀
硫
酸
ト
唱
フ
ル
此
薬
ハ
コ
レ
ラ
病
予
防

ノ
第
一
ニ
シ
テ
、
叉
発
病
ス
ル
ト
キ
モ
大
ニ

功
験
有
之
モ
ノ
ニ
付
、
今
般
施
薬
候
間
左

之
用
ヒ
方
ニ
傚
ヒ
疑
念
ナ
ク
服
用
ス
ヘ
シ

服
用
ス
ヘ
シ
、
砂
糖
少
シ
斗
リ
加

ヘ
テ
小
児
五
才
ゟ
十
才
マ
テ
ハ
一
度

ニ
大
人
服
量
ノ
三
分
一
ヲ
一
日
二
・

三
度
用
ヒ
、
十
才
ヨ
リ
十
五
才
マ
テ

ハ
大
人
服
量
ノ
半
分
ヲ
同
シ
ク
用

ヒ
、
十
五
才
以
上
ハ
大
人
ノ
服
量
ト

知
ル
ヘ
シ

明
治
十
二
年

　
　
　

六
月
廿
四
日　
　
　

堺
県

右
条　

御
達
ニ
相
成
奉
畏
候
、
若
履
行
セ

サ
ル
者
ハ
早
速
可
申
出
、
当
村
惣
代
并
組

頭
・
予
防
掛
リ
等
ニ
於
テ
不
注
意
ノ
簾
有

之
ト
キ
ハ
相
当
ノ
御
処
分
相
受
可
申
候
、

依
テ
御
受
書
如
件

（
廉
）

用
法
大
人
ニ
ハ
一
度
ニ
五
勺
ツ
ゝ
一
日
ニ

二
度
或
ハ
三
度
宛

             

河
内
国
壱
大
区
一
小
区

　
　
　
　
　

           　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

同
断
組
頭
惣
代

学
校
世
話
掛
り

惣
代
丹
北
郡
我
堂
村

（
よ
り
）

コレラ病「予防心得」（明治12年6月24日）　天美我堂７丁目・西川宏氏蔵

　
明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）、
コ
レ
ラ
病

が
各
地
で
大
流
行
し
、
松
原
市
域
の
村
々
で

も
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
予

防
対
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
丹た

ん
ぼ
く北

郡
我が

ど
う堂

村（
天
美
我
堂
）
の
惣そ

う
だ
い代（

村
長
）
で

あ
っ
た
西
川
家
に
こ
れ
ら
の
史
料
が
残
っ

て
お
り
、
前
回
、
三
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
引
き
続
き
、
278
号
で
本
文
に
ま
と
め

た「
予
防
心
得
」の
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

　「
予
防
心
得
」
は
、
明
治
十
二
年
六
月

二
十
四
日
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
我
堂
村
惣

代
、
学
校
世
話
掛
り
、
組く

み

頭が
し
ら

惣
代
の
連
名

（
但
し
、
人
名
に
は
　
　
　
　
を
引
く
）
に

よ
る
項
目
と
、
当
時
、
管
轄
し
て
い
た
堺

県
の
も
の
か
ら
成
り
ま
す
。

　
我
堂
村
か
ら
の
文
は「
予
防
心
得
」
と「
見

張
番
心
得
」に
分
か
れ
ま
す
。
世
話
人
な
ど
か

ら
成
る
予
防
掛
り
が
朝
夕
、
村
内
を
見
廻
り
、

惣
代
な
ど
の
見
張
番
と
共
に
、
村
内
の
衛
生

を
促
し
、
病
人
を
出
さ
な
い
こ
と
に
注
意
を

払
い
ま
し
た
。
大
小
便
所
や
臭
気
を
発
す
る

所
に
は
硫

り
ゅ
う

酸さ
ん

鉄て
つ
を
散
く
こ
と
、
ま
た
、
石
炭

酸
は
む
や
み
に
散
布
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

コ
レ
ラ
病
の
患
者
宅
へ
行
く
場
合
は
消
毒
の

た
め
散
布
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
コ
レ
ラ
は
、
飲
食
物
に
混
っ
た
コ
レ
ラ

菌
が
小
腸
で
繁
殖
し
、
嘔お

う

吐と

や
下げ

痢り

が
お

こ
り
、
重
い
脱
水
症
状
を
ひ
き
お
こ
し
ま

す
。
今
で
も
生な

ま

水み
ず

に
注
意
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
、
水
道
が
敷
設
さ


